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平成25年度

⽊造建築出張授業
〜第1回〜

実習型⽊造建築学運営委員会

⽬ 次
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⽊造建築出張授業

第1章 はじめに

『⽊造でこんなことができる』
〜現代⽊造建築の事例紹介〜

第1章

室内プール
⽊造／RC造の混構造

Kai・遊・パーク 〜⼭梨県甲斐市

⽊造建築出張授業

（掲載）(株)松⽥平⽥設計HP

第1章

室内プール
⽊造／RC造の混構造

Kai・遊・パーク 〜⼭梨県甲斐市

⽊造建築出張授業

（掲載）(株)松⽥平⽥設計HP

第1章

室内プール
⽊造／RC造の混構造

⼤館樹海ドーム 〜秋⽥県⼤館市

⽊造建築出張授業

国内最⼤級の⽊造ドーム建築
⽊造／RC造の混構造

（掲載）太陽⼯業(株)HP
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第1章

室内プール
⽊造／RC造の混構造

⼤館樹海ドーム 〜秋⽥県⼤館市

⽊造建築出張授業

（掲載）太陽⼯業(株)HP

第1章

室内プール
⽊造／RC造の混構造

海と森ふれあい体験館 〜⻘森県むつ市

⽊造建築出張授業

内外装に多く⽊材を使⽤
⽊造２階建

（掲載）三井住商建材(株)HP

第1章

室内プール
⽊造／RC造の混構造

海と森ふれあい体験館 〜⻘森県むつ市

⽊造建築出張授業

（掲載）三井住商建材(株)HP

第1章

室内プール
⽊造／RC造の混構造

むつ市川内町庁舎 〜⻘森県むつ市

⽊造建築出張授業

内外装に多く⽊材を使⽤
左奥は前出のふれあい体験館

（掲載）三井住商建材(株)HP

第1章

室内プール
⽊造／RC造の混構造

むつ市川内町庁舎 〜⻘森県むつ市

⽊造建築出張授業

（掲載）三井住商建材(株)HP

第1章

室内プール
⽊造／RC造の混構造

陸別町⽴陸別⼩学校 〜北海道⾜寄郡

⽊造建築出張授業

内外装全てに陸別産カラマツを使⽤
⽊造／RC造の混構造

（掲載）三井住商建材(株)HP
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第1章

室内プール
⽊造／RC造の混構造

陸別町⽴陸別⼩学校 〜北海道⾜寄郡

⽊造建築出張授業

（掲載）飯⽥ウッドワークシステム(株)HP

第1章

室内プール
⽊造／RC造の混構造

陸別町⽴陸別⼩学校 〜北海道⾜寄郡

⽊造建築出張授業

（掲載）グッドデザイン賞2012HP

（掲載）北海道ウッドプラザHP

第1章

室内プール
⽊造／RC造の混構造

⿅本町保育所 〜熊本県⼭⿅市

⽊造建築出張授業

（掲載）⽊構造システム(株)HP

第1章

室内プール
⽊造／RC造の混構造

サウスウッド 〜神奈川県横浜市都筑区

⽊造建築出張授業

（掲載）ケンプラッツHP

⽊造／RC造の混構造
商業施設では⽇本初の耐⽕建築物

第1章

室内プール
⽊造／RC造の混構造

⽊造２×４⼯法による集合住宅 〜カナダ

⽊造建築出張授業

（掲載）⽇本ツーバイフォー建築協会HP

第1章

室内プール
⽊造／RC造の混構造

⼭⿅バスの駅 〜熊本県⼭⿅市

⽊造建築出張授業

（掲載）⽊構造システム(株)HP
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第1章

室内プール
⽊造／RC造の混構造

⼭⿅バスの駅 〜熊本県⼭⿅市

⽊造建築出張授業

（掲載）⽊構造システム(株)HP

第1章

⾼津原コミュニティセンター 〜佐賀県⿅島市

⽊造建築出張授業

（掲載）⽊構造システム(株)HP

第1章

梼原・⽊橋ミュージアム 〜⾼知県梼原町

⽊造建築出張授業

⽊造／鉄⾻造の混構造
（掲載）隈研吾建築都市設計事務所HP

第1章

梼原・⽊橋ミュージアム 〜⾼知県梼原町

⽊造建築出張授業

鉄⾻・⽊造⽀柱からスギ集成材の桔⽊を交互に迫り出した桔橋構造

（掲載）『ノスタルジーの設計』松島潤平

第1章

SUMIKA Project 『I･パヴィリオン』 〜栃⽊県宇都宮市

⽊造建築出張授業

ベイマツ集成材による⾃由度の⾼い架構

（掲載）三井住商建材(株)HP

第1章

国際教養⼤学 図書館 〜秋⽥県秋⽥市

⽊造建築出張授業

⽊造／鉄⾻造の混構造による登り梁
秋⽥スギの使⽤がコンペにおける条件であった

（掲載）国際教養⼤学HP
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第1章

国際教養⼤学 図書館 〜秋⽥県秋⽥市

⽊造建築出張授業

（掲載）国際教養⼤学HP

第1章

エムウェーブ 〜⻑野県⻑野市

⽊造建築出張授業

（掲載）⻑野県公式観光ウェブサイト さわやか信州旅HP

世界初の⼤スパン⽊造吊屋根構造
⽊材＋鉄板のハイブリッド材による

第1章

エムウェーブ 〜⻑野県⻑野市

⽊造建築出張授業

（掲載）エムウェーブ公式HP

第1章

熊野古道センター 〜三重県尾鷲市

⽊造建築出張授業

（掲載）⽇本建築家協会HP

世界初の等断⾯集積⽊材構造による

第2章 ⽊材／⽊造の良さ

『知られていること・意外なこと』

第2章

⽊材の良さ

⽊造建築出張授業

樹⽊と年輪

季節によって⽊部の成⻑の仕⽅が異なるため、年輪が形成される

樹⽊と⽊材の構造

（出典）『⽊材の基礎科学』⽇本⽊材加⼯技術協会関⻄⽀部・編（海⻘社）
（掲載）『図解 ⽊と⽊材がわかる本』⼩沢普照監修・岩本恵三著（⽇本実業出版社）
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第2章

⽊材の良さ

⽊造建築出張授業

⽊材を電⼦顕微鏡で⾒る

針葉樹と広葉樹では⽊部の構造が異なっており、
広葉樹の⽅が細胞の機能分化が進んでいる

（出典）電⼦顕微鏡写真：（独）森林総合研究所、図：『樹⽊医学』鈴⽊和夫（朝倉書店）
（掲載）『図解 ⽊と⽊材がわかる本』⼩沢普照監修・岩本恵三著（⽇本実業出版社）

第2章⽊造建築出張授業

樹⽊の構造と名称

（出典）図：『⽊材の基礎科学』⽇本⽊材加⼯技術協会関⻄⽀部・編（海⻘社）
写真：（独）森林総合研究所（提供）

（掲載）『図解 ⽊と⽊材がわかる本』⼩沢普照監修・岩本恵三著（⽇本実業出版社）

⽊材は断⾯により性質が異なるため
⽤途により使い分けがなされてきた

⽊材の良さ

第2章

⽊材の良さ

⽊造建築出張授業

吸放湿性 〜⼼地よい湿度を保つ

⽊材は周囲の湿度と平衡状態になるよう吸湿・放湿を⾏う
⇒内装に⽊材を⽤いると湿度を⼀定に保つことができる

⽊材の良さ

（出典）『棟梁も学ぶ⽊材のはなし』上村武（丸善）
（掲載）『図解 ⽊と⽊材がわかる本』⼩沢普照監修・岩本恵三著（⽇本実業出版社）

第2章⽊造建築出張授業

熱伝導率が低い 〜触れると⼼地よい

（出典）『⽊がわかる－知っておきたい⽊材の知識』佐藤健（学芸出版社）
（掲載）『図解 ⽊と⽊材がわかる本』⼩沢普照監修・岩本恵三著（⽇本実業出版社）

⽊材の熱伝導率は、鉄の1/450・コンクリートの1/20

⽊材の良さ

第2章

⽊材の良さ

⽊造建築出張授業

やわらかい 〜ハニカム構造による

ハニカム構造がクッションの役割を果たす

（出典）『⽊がわかる－知っておきたい⽊材の知識』佐藤健（学芸出版社）
（掲載）『図解 ⽊と⽊材がわかる本』⼩沢普照監修・岩本恵三著（⽇本実業出版社）

第2章

⽊材の良さ

⽊造建築出張授業

⽬にやさしい 〜⽊⽬や⾊

（出典）『⽊を⽣かす』（財）⽇本⽊材備蓄機構（提供）
（掲載）『図解 ⽊と⽊材がわかる本』⼩沢普照監修・岩本恵三著（⽇本実業出版社）

⽊材は⾒た⽬にも
やさしくあたたかい
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第2章

⽊材の良さ

⽊造建築出張授業

⼼地よい⾹り 〜フィトンチッドによる

フィトンチッド
森林の植物、主に樹⽊が⾃分で作りだして発散する揮発性物質で、
その主な成分はテルペン類と呼ばれる有機化合物
揮散している状態のテルペン類を⼈間が浴びることを森林浴という

（出典）『平成19年度版 そこが知りたい－森林・林業・⽊材産業』全国林業改良普及協会（提供）
（掲載）『図解 ⽊と⽊材がわかる本』⼩沢普照監修・岩本恵三著（⽇本実業出版社）

第2章

⽊材の良さ

⽊造建築出張授業

フィトンチッドの効⽤①

（出典）『森林の不思議』⾕⽥⾙光克（現代書林）
（掲載）『図解 ⽊と⽊材がわかる本』⼩沢普照監修・岩本恵三著（⽇本実業出版社）

第2章

⽊材の良さ

⽊造建築出張授業

フィトンチッドの効⽤②

（出典）『森林の不思議』⾕⽥⾙光克（現代書林）
（掲載）『図解 ⽊と⽊材がわかる本』⼩沢普照監修・岩本恵三著（⽇本実業出版社）

第2章

⽊材の良さ

⽊造建築出張授業

⽊は軽くて強い 〜「⽐強度」が⾼い

⽐強度
密度あたりの強度であり、「強度÷ 密度」で得られる
⽐強度が⼤きいほど、軽いわりに強い材料

（出典）『棟梁も学ぶ⽊材のはなし』上村武（丸善）
（掲載）『図解 ⽊と⽊材がわかる本』⼩沢普照監修・岩本恵三著（⽇本実業出版社）

第2章

⽊材の良さ

⽊造建築出張授業

⽊は⽕災による強度低下が緩やか

燃え崩れない
⽊材は着⽕しても表⾯の炭化により燃え進まず、強度が半減するのに20分かかる
鉄は400度に達すると強度は急速に低下し、5分後に半減、10分後には1/10となる

（出典）『棟梁も学ぶ⽊材のはなし』上村武（丸善）
（掲載）『図解 ⽊と⽊材がわかる本』⼩沢普照監修・岩本恵三著（⽇本実業出版社）

第2章

⽊造の良さ

⽊造建築出張授業

以上の特性により
⽊造は学校等の公共建築に適している

RC造に⽐べ、児童がストレスを感じる程度が低い

⽊造とRC造校舎の情緒不安定性の⽐較（⼩5･6⼥⼦）

（出典）『⽊造校舎が⽣徒の健康⾯に与える影響』（財）⽇本⽊材総合情報センター
（掲載）『⽊材利⽤の魅⼒①』⽂科省HP
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第2章

⽊造の良さ

⽊造建築出張授業

⽊造で建築することによる経済効果も⾼い

RC造に⽐べ、建設地への経済波及効果が⾼い 〜地域材を⽤いた場合

各建築事例における地域経済への波及効果の⽐較

（出典）『⽊材利⽤効果PR推進事業（平成16年3⽉）』愛媛県
（掲載）『⽊材利⽤の魅⼒①』⽂科省HP

第3章 地球環境への配慮

『⽊造は地球にやさしい』

第3章

地球環境への配慮

⽊造建築出張授業

⽊材は製造時に放出される炭素放出量が、他の建築資材に⽐べて⼩さい

⽊材は環境負荷が⼩さい

（掲載）『図解 ⽊と⽊材がわかる本』⼩沢普照監修・岩本恵三著（⽇本実業出版社）

第3章

地球環境への配慮

⽊造建築出張授業

⽊造建築物は『都市の森林』ともいえる

⽊造は建築後に炭素を貯蔵する

（掲載）『図解 ⽊と⽊材がわかる本』⼩沢普照監修・岩本恵三著（⽇本実業出版社）

第3章⽊造建築出張授業

解体後は再利⽤可能

（掲載）『図解 ⽊と⽊材がわかる本』⼩沢普照監修・岩本恵三著（⽇本実業出版社）

⽊材は半永久的に再⽣産可能な建築材料

地球環境への配慮

第3章

地球環境への配慮

⽊造建築出張授業

⽊材等の⽣産機能に加え、森林は公益的機能を担っている

森林の役割

⽔資源の貯蓄と浄化 ⼟壌侵⾷や⼟砂崩壊の防⽌

保健・レクリエーションの場多様な⽣物の⽣息環境 保健・レクリエーションの場
（出典）『平成20年度版 森林・林業⽩書』林野庁（同）

（掲載）『図解 ⽊と⽊材がわかる本』⼩沢普照監修・岩本恵三著（⽇本実業出版社）

貨幣価値に換算すると

約30兆円 約37兆円

約2兆円約？兆円
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第3章

地球環境への配慮

⽊造建築出張授業

森林機能を維持するには、適切な管理が必要

計画的な植林と間伐の重要性

森林の成⻑には間伐が不可⽋

（掲載）『森林・林業学習館』HP

間伐あり 間伐なし

第3章

地球環境への配慮

⽊造建築出張授業

複層林による森林の維持

異なる樹種で森林を構成すれば、伐採後も森林機能を維持しやすい

（出典）『図説 ⽊のすべて（４）森ができるまで』⼩沢普照（⼤⽇本図書）
（掲載）『図解 ⽊と⽊材がわかる本』⼩沢普照監修・岩本恵三著（⽇本実業出版社）

第3章

地球環境への配慮

⽊造建築出張授業

森林の認証制度

環境や地域経済に配慮して維持管理がなされている森林を認証

（出典）『平成19年度版 そこが知りたい－森林・林業・⽊材産業』全国林業改良普及協会（提供）
（掲載）『図解 ⽊と⽊材がわかる本』⼩沢普照監修・岩本恵三著（⽇本実業出版社）

第3章⽊造建築出張授業

国産材の利⽤状況

（出典）『ウッドマイルズ 地元の⽊を使うこれだけの理由』
ウッドマイルズ研究会（農⼭漁村⽂化協会）

『平成19年度版 そこが知りたい－森林・林業・⽊材産業』
全国林業改良普及協会（提供）

（掲載）『図解 ⽊と⽊材がわかる本』⼩沢普照監修・岩本恵三著（⽇本実業出版社）

国産材、特に地域材の利⽤により、環境負荷の⼤幅な削減が可能

地球環境への配慮

第3章

地球環境への配慮

⽊造建築出張授業

企業による取組み

住友林業（⽊造住宅メーカー）の例

（掲載）『住友林業(株)CSRレポート』HP

第3章

地球環境への配慮

⽊造建築出張授業

国による取組み

法令：『公共建築物等⽊材利⽤促進法』が制定された
⽊材の利⽤を促進することが、以下に貢献することを鑑み、
公共建築物等における⽊材の利⽤を促進する⽬的で制定

・地球温暖化の防⽌
・循環型社会の形成
・森林の多⾯的機能の発揮
・⼭村地域経済の活性化

国および地⽅公共団体は
公共建築物における⽊材利⽤に努めなければならない

※関係省庁の具体的な施策は第６章にて

⇒これにより国産材利⽤の流れが加速することが期待される
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第4章 現代⽊造構法

『⽊造＝伝統的寺社建築ではない』

第4章

現代⽊造構法

⽊造建築出張授業

軸組⼯法（在来⼯法）

（出典）『建築設計資料集成 10技術』⽇本建築学会
（掲載）（財）⽇本住宅・⽊材技術センターHP

第4章

現代⽊造構法

⽊造建築出張授業

軸組⼯法の応⽤例 〜住友林業きづれパネル

きづれパネル
国産杉の⼩幅板を格⼦状に張り合わせた耐⼒⾯材
筋交いの代わりに⽤いる

（掲載）住友林業(株)HP

第4章

現代⽊造構法

⽊造建築出張授業

枠組壁⼯法（２×４⼯法）

（出典）『建築設計資料集成 10技術』⽇本建築学会
（掲載）（財）⽇本住宅・⽊材技術センターHP

第4章

現代⽊造構法

⽊造建築出張授業

枠組壁⼯法の応⽤例 〜三井ホームＧフレーム

Ｇフレーム
⼤断⾯集成材により構成された⾨型ラーメンフレーム
⼀般部は枠組壁、壁構⾯の⼀部をＧフレームに置き換え

（掲載）三井ホーム(株)HP

第4章

現代⽊造構法

⽊造建築出張授業

枠組壁⼯法＋Ｇフレームの設計例

垂直・⽔平両⽅向に拡がる⼤空間を構成

（掲載）三井ホーム(株)HP
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第4章

現代⽊造構法

⽊造建築出張授業

ラーメン構造

ラーメン構造
柱と梁の接合部が変形しにくい剛接合になっている構造
ラーメンはドイツ語で「額縁」という意味
耐⼒壁や筋交いがなくても地震等の⽔平⼒が負担できるため、
壁のない⾃由な空間を作ることが可能

（掲載）『現代建築学 構造設計論』佐藤邦昭（⿅島出版会）

第4章⽊造建築出張授業

ラーメン構造の設計例①

⼭⿅バスの駅 〜熊本県⼭⿅市

短辺⽅向：⾨型ラーメン、⻑辺⽅向：壁パネル形式による架構

（掲載）⽊構造システム(株)HP

第4章⽊造建築出張授業

ラーメン構造の設計例②

サウスウッド 〜神奈川県横浜市都筑区

⽊造／ＲＣ造の混構造＜耐⽕建築物＞
カラー部分が耐⽕集成材による⽊造ラーメン

（掲載）ケンプラッツHP

第4章⽊造建築出張授業

ラーメン構造の設計例②

柱梁接合部

サウスウッド 〜神奈川県横浜市都筑区
（掲載）ケンプラッツHP

第4章⽊造建築出張授業

ラーメン構造の設計例②

サウスウッド 〜神奈川県横浜市都筑区

（掲載）ケンプラッツHP

第4章⽊造建築出張授業

ラーメン構造の設計例③

ビッグフレーム構法 〜住友林業

梁勝ちラーメン構造により、間取りの⾃由度が⾶躍的に向上

⼀般のラーメン構造
【柱勝ち】

ビッグフレーム構法
【梁勝ち】 （掲載）住友林業(株)HP
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第4章⽊造建築出張授業

ラーメン構造の設計例③

ビッグフレーム構法 〜住友林業

柱と梁は⾦物にて接合
（掲載）住友林業(株)HP

第4章⽊造建築出張授業

トラス構造

トラス構造
直線部材を三⾓形状にピン⽀点により連結した構造形式
部材の接合部にモーメントは発⽣せず、部材に軸⼒のみが発⽣する
そのため、⽐較的細い部材で⼤規模な構造物を構成することが可能

現代⽊造構法

（掲載）『建築構法 第三版』内⽥祥哉（市ヶ⾕出版社）

第4章⽊造建築出張授業

トラス構造の設計例①

五⽊中学校 校舎棟 〜熊本県球磨郡五⽊村
屋根および床をトラス架構とした校舎

（掲載）⽊構造システム(株)HP

第4章⽊造建築出張授業

トラス構造の設計例②

⽊ならではの加⼯度の⾼さを⽣かし、波型の屋根トラスとした

蒲江まちの駅 〜⼤分県佐伯市

（掲載）⽊構造システム(株)HP

第4章⽊造建築出張授業

格⼦梁構造

格⼦梁構造
⼤スパンの構造物において、桁⾏⽅向と張間⽅向に分けた設計とせず、
格⼦梁と呼ばれる直交する梁を⽤いて⼤空間を経済的に構成する⼿法

現代⽊造構法

（掲載）⽊構造システム(株)HP

第4章⽊造建築出張授業

格⼦梁構造の設計例①

⿅本町保育所 〜熊本県⼭⿅市
（掲載）⽊構造システム(株)HP
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第4章⽊造建築出張授業

格⼦梁構造の設計例①

⿅本町保育所 〜熊本県⼭⿅市
（掲載）⽊構造システム(株)HP

第4章⽊造建築出張授業

格⼦梁構造の設計例②

陸別町⽴陸別⼩学校 〜北海道⾜寄郡

（掲載）三井住商建材(株)HP

第4章⽊造建築出張授業

格⼦梁構造の設計例②

陸別町⽴陸別⼩学校 〜北海道⾜寄郡

（掲載）グッドデザイン賞2012HP

（掲載）北海道ウッドプラザHP

第4章⽊造建築出張授業

格⼦梁構造の設計例②

陸別町⽴陸別⼩学校 〜北海道⾜寄郡
（掲載）(株)北海道⽇建設計HP

環境・構造の合理性を一致させた木／RC混構造

第4章⽊造建築出張授業

アーチ構造を⽤いたドーム建築

現代⽊造構法

アーチ構造
上に凸な⼸なりの構造体を⽤いて、荷重を圧縮応⼒だけで⽀える機構
アーチ単体では2次元平⾯内に収まる構造であるが、
放射状もしくは並べて配置すると3次元ドーム構造となる

要⽯

迫り⽯

（掲載）『建築構法 第三版』内⽥祥哉（市ヶ⾕出版社）

第4章⽊造建築出張授業

ドーム建築の設計例①

⼤館樹海ドーム 〜秋⽥県⼤館市

（掲載）太陽⼯業(株)HP
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第4章⽊造建築出張授業

ドーム建築の設計例①

⼤館樹海ドーム 〜秋⽥県⼤館市

（掲載）『集成材建築の新たな展開』⽊造建築研究フォラム
第30回公開フォラム資料

（掲載）秋⽥県総合教育センターHP

第4章⽊造建築出張授業

ドーム建築の設計例①

⼤館樹海ドーム 〜秋⽥県⼤館市

（掲載）『集成材建築の新たな展開』⽊造建築研究ﾌｫﾗﾑ
第30回公開ﾌｫﾗﾑ資料

（掲載）秋⽥県総合教育センターHP

第4章⽊造建築出張授業

吊屋根構造

現代⽊造構法

吊屋根構造
サスペンション構造（吊構造）の⼀種で、⼤スパンの屋根を
主要構造部から吊り下げる構造

（掲載）『現代建築学 構造設計論』佐藤邦昭（⿅島出版会）

第4章⽊造建築出張授業

吊屋根構造の設計例①

エムウェーブ 〜⻑野県⻑野市

（掲載）⻑野県公式観光ウェブサイト さわやか信州旅HP

第4章⽊造建築出張授業

吊屋根構造の設計例①

エムウェーブ 〜⻑野県⻑野市

（掲載）エムウェーブ公式HP

第4章⽊造建築出張授業

いろいろな⽊質構造材料

現代⽊造構法

⽊質構造材料は製材に⽐べて、品質のばらつきが⼩さい

（掲載）『建築構法 第三版』内⽥祥哉（市ヶ⾕出版社）
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第4章⽊造建築出張授業

現代⽊造構法
集成材の幅・せい・材⻑を⽐較的⾃由に製作することができる

（出典）『⽊材の基礎科学』⽇本⽊材加⼯技術協会関⻄⽀部・編（海⻘社）
（掲載）『図解 ⽊と⽊材がわかる本』⼩沢普照監修・岩本恵三著（⽇本実業出版社）

集成材の作り⽅

第4章⽊造建築出張授業

防⽕規定と使⽤できる⽊材

現代⽊造構法
要求される耐⽕性能に応じて構造計画や⽊材を選択する

第4章⽊造建築出張授業

現代⽊造構法

⽊材表⾯に着⽕した場合、内部へ0.6㎜／分で燃え進む点を考慮

準耐⽕構造において、主要構造部である柱や梁に着⽕した場合においても
⽕災による倒壊等を防⽌するため、⽊材表⾯から⼀定の深さまで燃え進み
有効断⾯が縮⼩しても、建物が倒壊しないことを構造計算により確認する

燃えしろ設計とは？

第4章⽊造建築出張授業

現代⽊造構法

今後、これらを使⽤した建築物の増加が期待される

ハイブリッド型
【Ｈ型鋼挿⼊】

スギ耐⽕集成材と加熱実験の様⼦
【薬剤注⼊型】

耐⽕集成材いろいろ

（掲載）⿅島建設(株)HP

第5章 ⽊造の実験映像

『⼯学的に実証された安全性』

第5章

⽊造の実験映像

⽊造建築出張授業

実⼤⽊造建築物の振動実験（動画）
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第5章

⽊造の実験映像

⽊造建築出張授業

実⼤⽊造建築物の⽕災実験（動画）

第5章

⽊造の実験映像

⽊造建築出張授業

集成材の燃焼実験（動画）

第5章

⽊造の実験映像

⽊造建築出張授業

様々な実験設備

第6章 今後の展望

『⽊造建築物のこれから』

第6章

今後の展望

⽊造建築出張授業

超⾼層建築物の計画例

スウェーデンにおけるコンペ案
⽊造（クロスラミナパネル）／Ｓ造
による混構造

34階建

（掲載）『WIRED.JP』HP

第6章

今後の展望

⽊造建築出張授業

超⾼層建築物の計画例

（掲載）『WIRED.JP』HP
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第6章⽊造建築出張授業

⽊材利⽤促進のための官庁の取組み 〜林野庁

○⽊材利⽤促進のための協議会を各地域で設置
○各協議会のもとで、地域材を活⽤した⽊造住宅や⽊製品等の購⼊者に

ポイントを付与し、地域の農林⽔産物との交換等を⾏う事業を⽀援

今後の展望
（掲載）『地域材活⽤促進⽀援事業』林野庁HP

第6章⽊造建築出張授業

⽊造による学校建築の推進策
○学校設置者および設計者向け⼿引書『早わかり⽊の学校』の作成
○⼯夫事例集『こうやって作る⽊の学校』の作成
○公⽴学校施設整備補助事業の実施

⽂部科学省

今後の展望
（掲載）『⽊材を利⽤した学校施設づくり促進の取組』⽂科省HP

第6章⽊造建築出張授業

学校建築における⽊材使⽤の現状①
⽊造率（平成22年度 新築または増改築分）

⽂部科学省

今後の展望

（出典）『⽊材を利⽤した学校施設づくり促進の取組』⽂科省HP

第6章⽊造建築出張授業

学校建築における⽊材使⽤の現状②
国産材使⽤率（平成22年度 新築または増改築分）

⽂部科学省

学校建築における国産材使⽤率は全体で6割超となっており、
⽊造率を上げることで更に増加することが期待される

今後の展望

（掲載）『⽊材を利⽤した学校施設づくり促進の取組』⽂科省HP

第6章⽊造建築出張授業

⽊造公共建築物全般の推進策
○⽊造建築技術先導事業に対する助成制度
○従来住宅が主な対象であった⽊造建築基準を、公共建築物向けに整備

国⼟交通省

このほか地域型住宅ブランド化事業にも助成が⾏われており、
住宅建築時に地域材を使⽤すると助成⾦が⽀払われる

今後の展望

（掲載）『国⼟交通省における⽊材利⽤促進の取組』⽂科省HP

第6章⽊造建築出張授業

今後期待されることと⽊造技術者の現状

今後の展望

○法令『公共建築物等⽊材利⽤促進法』の制定により、
⼤規模⽊造建築物の建設機運は年々⾼まっている

○関係官庁により、技術基準・助成制度の整備が着々と進められている

○地域材および⽊造の良さを⽣かす公共建築物を実現することにより、
他構造にはない地域の⼀体感やシンボル性を共有することができる

○しかしながら、⼤規模⽊造建築の分野は法整備から⽇が浅いため、
ニーズはあっても⼈材（技術者）が極端に不⾜している

公共建築物の⽊造化には
⽊造技術者の育成が必須


